
第３号様式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書

■■ ■■ ■■ 

注】餓当する□にI±、レ印を記入してください。特定事業i味以外の乎集者の方はし印の記入は不要で炎

２「基軍年2ｔ」とは叶画期岡の前年度を．「目標年度」とは肝画期１１１の且綜年度を、「粗告年度」とは計画期間のうち、今回報告の対象となる年度をいいます．

３「事業所等排出区分」とは京都府内の事業所等の巾案活動のためのニネルギーの使用に伴い発生する沮宝効果ガスを、「伯送立阿排出区分」とは自動車運送卒業者については使用の本拠の位囚甚京都府内とする血阿
の排出する凪室効果ガスを、妖迅平業者については保有する貨物車両又は威容血阿の排出する温室効果ガスを、「その他排出区分』とは上記以外の京都府内における事藁所等の事業活動に伴い発生する過市効果ガス
をいいます。

４「原1M位当たりの沮室効果ガス排出丘等」の「用途区分」にIま、○○工坦、事務所などのjll途を挺入してください．「､;n１１位の扣楓」には、分子の「二戯と炭素換算」の下に分母となる招楓（生亜数ａ、廷ぺ床面
積、走行距Hf等）を胆入してくださ（,､。

５「その他の地球皿pl化対日Yによる沮室効果ガスのIilI域且弊」のうち「森林の保全及び２km」の「日揮年度（計画〕」侭にI土叶因期間中の目楳の累計を、「報告年度（実績）」楓にl土奥餌の累計を記入してください．

６「特配中戒」には．平成２年度（１，９０年度）を基串とした排出仕の対比や、省エネ製品開発など他者の沮室効果ガス排liInI減への貢献．グリーン閥遺の採用．特定フロンなどの条例拘定外の沮痴効果ガスのNII減
などを記入して<ださb､。

住所(法人にあっ
ては、主たる本務
所の所在地〕

京都市下京区中堂寺櫛笥町1番地

氏名（法人にあっ
てI土、名称及び代

安者の氏名〉
彌榮自動車株式会社取締役社長粂田佳幸

事業者の主たる
業種 運輸業（一般乗用旅客自動車運送事業〕

該当する事業者
要件 鷹京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

臓濡謡jliii樋磯化対策条例鱸行規則第'0条鏑2号又は第３号麟当事鑿霄(大規模運送轆鎗者(ﾄﾗｯｸ又はﾊﾞｽ'00台以上/ﾀｸｼｰ'50台以上/鉄道率爾
原 京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号咳当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 平成20年４月．～平成23年3月

基本方針

彌榮自動車株式会社は「京都議定響」を生み出した京都を基盤とする旅客運送事業者として、環境保全活動に取り組み法令簿を遵守し、創業以来培う「安
全」「快適」「佃頼」を基本とする高品質なサービスの提供により地域に貢献し、企業活動と自然環境の調和を目指して社会的責任を果たします。

推進体制 取締役社fそを統括環境保全管理責任者とする環境保全活動推進体制を導入し、取締役運輸部長を統括環境保全活動推進責任者として本社・各営業センターお
よび環境保全推進事務局で取り組みを行っている。

環境マネジメントシステム名称 グリーン経営認証

適用範囲, 中央営業センター

取得年月日 平成17年９月９日
年度ごとの具体
的な取組及び措
魁の状況

年度

平成21年度

平成21年度

平成21年度

平成21年度

平成21年度

設備、対象、工程等

運輸部

運輸部各営業センター

自動車サービスセンター

営業部

鞄務部

措極内容

アイドリング･ｽﾄｯﾌﾟ立岡への順次代替．昨年に引き鯉き｢ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾟ推進事業所」として、取り組みを強化した．

各営藁センター運行if理者や教育研修センターの管理職を中心にニコドライプ第習（交通エコロジー・モピリティ財団認定）を受鱒した

法令を遵守して廃棄物の適正符迎を行うととに、環塊に配虚した車両整備・点検を行った。

ぬた＿

空ﾛﾛ曲の適正楓g【設定、残藁の削蚊．ライトタウン、酎塊に優しい筬伯への更新、ゴミ分BⅡの工夫など、事墾所内の省エネルギー化活動を椎i幽した．

温室効果
排出量等

ガスの

排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分‘

排出合計

実績に対する自己評価

2古ｴﾘ且士F腸MＥ（う罰ﾖｴﾉ

(平成19）年度
(二酸化炭素換算）

目標年度（計画）

(平成22〕年度
(二殴化炭素換算〕

増減率
(計画）

報告年度（実綴）

(平成21）年度
(二酸化炭素換算）

墹滅率
(実績）

“8.5ｔ 648.5ｔ 0.0船 620.3ｔ -4,3％ 

11,313.6ｔ 11,313,6ｔ 0.0％ 10,240.8ｔ -9.5% 

12.0ｔ 9.0ｔ -25.0船 15.6ｔ 30.0船

*’11,974.1ｔ *２１１，９７１，１ｔ 0.0船 ＊4 100876.7ｔ －９．２兇
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所内での省エネの取り組みなどの効果に、ｊＲ気の悪化によるＪ１[両穂働の低下・走行距離の域少による要因が加わっており、9m状分杯を充分に行い、
取り組みを強化していきたい。

原単位当たりの
温室効果ガス排
出過等

用途区分 原単位の指標

営業車両
二酸化炭素換肛

実立走行臣醸（万ｋｍ〕

事業所
二酸化炭素換麓

廷床面積

二酸化炭素換迩

実績に対する自己評価

`基準年度（実績〕 目標年度（計画） 墹滅率（計画） 報告年度（実績） 増減率（実紙〕

6.930ｔ－CO2/万k、 6.860ｔ－CO2/万k、 -1.0船 7.541ｔ－CO2/万k、 8.8髄

0.120ｔ－CO2/㎡ 0.120ｔ－CO2/㎡ 0.0％ 0.116ｔ－CO2/㎡ －３．３船

船 船

GPSテシタル配耶システムの全軍導入、エコドライプ推巡や耶乗所内での省エネの取り組みで排出仕の削波をjiT実に進めているが、俄気の感化による

実車走行距離の落ち込みや新規設(Ii導入などによって原ＩＩＬ位に影響がでている。次年度I土．ＧＰＳデジタル配11[システムの活用によ'９－用の効率配
車を目指し．実噸走行距離をIMIぱすことに注力していきたい。

その他の地球温
暖化対策による
温室効果ガスの
削減趣等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内塵の木材の利用

自然エネルギーを利用した愈力
又は熱の供給

グリーン電力の購入

家庭における温室効果ガス排出
fRの削減効果分の購入

削減量等合計

目標年度（計画）
取組a等 (=酸化嵐棄換算〕

(埜伯面積） hａ 吸収且】 ｔ 

(利用趾） ｍ８ ⅡＩ城且） ｔ 

(兒屯且） kwｈ １１Ｉ城丘） ｔ 

(熟供給仕） GＪ １１１１減且） ［ 

(剛入仕） kwｈ 11Ｉ城、） ｔ 

〔回1入せ） ｔ (n1l減且） ｔ 

＊３ｔ 

報告年度（実織）
回則W1旦埣 (二Hzｲﾋ慶察換算）

整個面積） hａ 吸収且） ｔ 

利用且〕 ｍＵ 削減且） ｔ 

児電、〕 kwｂ 削滅且） ｔ 

熱供l3fl） GＪ 削減且） ｔ 

購入吐） kwｈ 削減且） ｔ 

(隣入伍） ｔ (削滅且） ｔ 

＊６ｔ 

差引排出量

(排出合nf-削減等合計）

基準年度（実績）

＊’110974.1ｔ 

目標年度（計画）

[･忠)-“ＩＵ,９７１．１ｔ

増減率（計画）

0.0％ 

報告年度（実績）

(･$)-(輻Ｉ10,876.7ｔ

墹減率（実績〉

-9.2％ 

地球温暖
に資する
献活動

低炭秦・次世代型の京極ならではのHUGモデル・交通体系を具体的に検肘するために、次世代エーカープラグインハイプリッドエを5台導入した．京都府・京毎市、大学、企業や仕争などと連携して、その活、方俊'二ついて検肘を遂､らると
ともに実印のｐ々の運行を行っている．「DOYOI」IWOluP統一行動ライトダウン」などへの参加や、「京都市ヱコドライプ推進本巣所」としてのRhIMaみぜ強化を昨年に訓色縫さ行った。－，Uの効qBdｳな配車による空車走行魔賦の1M城に
向けて本年度末Iこ、ＧＰＳデジタル退立システムの全軍導入を行い、ｉｋ年戌より本格四K動する．公共交通樋困として自家用車からの､ﾋﾞﾘ換え衙要の受け皿となるとともに、それにふさわしい因境'二俵しい事藁運営をロＮｉし取り餌みを行うと
ともに．繍客辺送宇藁春として、市民のみfEさまへのアイドリングストップ、エコドライプの啓発楢助などの環境保全活動のｉｔ進の取り、みを実増した。

特記事項 平成17年９月９日に「グリーン経営認証」（C260002)を中央営業センターが取柵．本業活動全股で「環魂保全活動の推迦」をキーワーＦに取り組みを進めている．グリーン経営認証の股定ス
テップを昭次取り組むことで環境保全活助を全社で推進している．タクシー車両の全車アイドリング・ストップ車両へのlm状代替や、空車走行のＩｉＩ減のため、本年度、GPSデジタル麗血シス
テムを全率に導入した．「百京区t炎i宙化I}十両」というネーミングで、点エリアを楢定し温血環境を弦え、自家用車から公共交通機関への利用促池活Ehを全社をあげて行った。本務部iU1にお
いても、残業時岡の削減､ライトダウン、空翻樋の適正楓度設定．瓜塊に優しＩI､祇佃への更新の検肘などを継続した。特に本年度は、次世代エコカー「プリウスプラグインハイプリッド」
を5台導入し､京都のタクシー会社の低酸素・次世代型観光・交通システムWF策への取り組みとして注目を集めた。


